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C 25 ラット小腸に存在する空胞化細J3 (vacuolar cells)の検討

桐生短大・生活科学　○城田恚次郎・栄　昭博・関崎悦子・関崎　仁

食　 物　41

目 的； 演者らは、本学会の第4  2 回 の 全国大会において、ラット 回腸に存在する空胞化

細胞（以 下、V  C と 略 ）の出現時期の検討を報告し た。本実験では、さらにＶＣの細胞内

に存在する肴干のPAS 陽 性 部位につ いて光学顕微鏡ならびに電子顕微鏡を使用し て形態

学を中心に検討を行なった。

材料と 方法： 実 験に使用し た動 物は、胎生2    1日 目 、生後１日 齢、生後２日齢、生後

３日 齢の　Iar: ffistar Imamichi ラ ットである。各臓器の採取方法は、開腹を行ない小腸

を切り出し 、Zamboni 液 に 浸漬固定を実施し た。その後、通常の方法でパラフィン包埋し

、約3  ~ 5  μm で 薄切を行な-p た 。染 色方法は、Hematoxylin-Eosin 染 色（以下、Ｈ・Ｅ

と略）、Periodic Acid Schiff reaction      （ 以 下．P  A  S と 略)   、Alcian blue 染 色（ 以

下、AlciBl と略 ）およびMuci  carufflin  （ 以 下、M  C と 略 ）などである。染色後は、通常の

方法で、脱水・ 透徹および封入を行なった。電子顕微鏡においては、各部の小腸組織を電

顕用固 定液で 前固 定の後、 オスミ ウ ム液にて再固定し、エポン樹脂に包埋し、超薄切し

た。電 子染色は、 酢酸ウ5  ― ルと 硝酸鉛の二重染色を行ない、透過型電子顕微鏡で観察

した。

結果： 光顕により、V  C の 細 胞内に三日月状のPAS 陽 性穎粒が見られた。電顕におﾚヽ

て、P  A  S  陽 性 部位は、粒子状の集団物質 とし て見られた。なお、これらの細胞は、空腸

末端部から回腸起始 部においてI見 られた。

C  26　　　2日サイクルでの6  0 ％制限食とその不規則摂取に対するラットの適応

奈良女子大　家政　食物　　○菊川真美　豊原容子　塚本幾代　三好正満

目的）生体は、 ある程度の制限不規則食に対し、 適応可能であると考えられている。 先
に本研究室では、 ８０％等エネルギー条件下での不規則摂取に対するラットの適応につい

て、 エネルギー代謝面からみた適応は、 ほぼなされていることを報告し た。　1 >　そこで今回
は、 より低いエネルギー摂取とその不規則摂取に対するラットの適応状態を調べることを
目的とした。
方法）1  o 週齢のw  i   s t  e r 系ラットの雄を１週間予備飼育後、 ４群（1 群1  2 匹）
に分け、 ２日サイクルで、 自由食（Ａ群）、 Ａ群の60-60% 食（Ｂ群）、45-75% 食（Ｃ群）、
30-90%食（ Ｄ群）のように給餌した。 飼育期間（3  8 日間）中、 初期（1 ～7 日目）と後
期（3  0 ～3  6 日目）に、A,     B,    D 群に対し、 呼気分析による･エネルギー代謝量を1  0
分単位で、 １日連続測定をし、 総消費エネルギー量､･　BMR, 行動量などの代謝指標値を
算出した。 その後解剖、 臓器重量の測定をし、 血しょう成分、 肝成分、 体成分の分析を行
った。
結果）B ，CD 群はＡ群に比べ、 体重増加量は有意に少なく、 体重当りの肝臓、 腎臓,
腹腔内脂肪重量も軽かった。 また、 血しょう中中性脂肪量、 肝脂肪量も少なかったが、 以
上の結果において、 制限食群間での有意差は認められなかった。　肝グリコーゲン量はＢく
Ｃ＜Ｄであった。 エネルギー代謝面からみると、 前期、 後期にわたり、B,     D 群共に、 総
消費エネルギー量,    BMR,     Vitality をＡ群に比べ、 低いレベルで維持しており、
エネルギー代謝から見た体力をおとすことによって、 制限不規則食にかろうじて対応して
いるが、 負担度が高く、 情動性は安定しないことから、 十分には適応できていないと考え
られた。1 )豊原、 菊川、 塚本、 三好　日本家政学会　第4  2 回大会　要旨集C-9（1990 ）


